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（４）事務事業優先度評価の結果（４）事務事業優先度評価の結果（４）事務事業優先度評価の結果（４）事務事業優先度評価の結果 （５）成果指標の動向（５）成果指標の動向（５）成果指標の動向（５）成果指標の動向

①成果優先度評価結果 ②コスト削減優先度評価結果

（６）事務事業に関する評価（６）事務事業に関する評価（６）事務事業に関する評価（６）事務事業に関する評価

�  完了 �  順調 �  概ね順調 �  停滞 �  実施困難

成果指標ア �  向上 �  横ばい �  低下

成果指標イ �  向上 �  横ばい �  低下

�  拡大 �  現状維持 �  見直し

�  縮小 �  廃止・休止 �  その他 ( )

従事職員数 常時 1

前年度は、津波避難タワー整備（2基）及び防災備蓄倉庫（文化の杜

公園）があったため、27年度は事業費減となっている。
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事務事業名

項 目款34100

4.備品費 3,672
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消耗品費 千円

2.修繕料 565 修繕料 千円

国庫支出金 千円

災害復興基金繰入金

津波避難タワー維持管理

1.消耗品費 5,454

防災井戸修繕

その他 千円

162 232

7,734 1,160備品費 千円

5.その他

委託料 千円

防災対策整備事業

施策の展開 56

施策の展開

震災からの復興と防災力の強化

14,655 8,780 21,855

（決算） （決算） （決算）

④事務事業に関する課題・環境の変化 ⑤事務事業に対する住民からの意見等

28年度

（決算）

5,454
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単位

24年度 25年度

③事務事業開始の経緯・事務事業の現状

1,12210
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4,904

565

② 事務事業の内容　※何をどのようにする事務事業なのか、市民が理解できるよう記述する、行政用語は使わない

・災害時に備えて、非常用食糧（アルファ米・パンの缶詰・飲料水など）や資機材等を計画的に整備する。

・災害時における生活用水として設置してある防災井戸や津波避難タワーなど、防災施設及び資機材の整備や維持管理を行う。

地域防災計画に基づき、官・民・関係団体が一体

となった防災体制を構築するとともに、安全で安

心な防災まちづくりを行うため。

平成23年3月11日に発生した東日本大震災以降か

ら、防災に対する住民意識の変化が見られる。

住民から非常用食糧の備蓄状況についての確認が

あった。

平成

848

3,672

① 事務事業の期間

4,512 4,557 4,914

3.委託料 316

主要事業

根拠法令

戦略事業

戦略事業

3,28197,111 403

1.国庫支出金 0

0

H28．12月（今年度新たに取り組

む事項について記載）

内容

購入にあたり、現在販売されている備蓄食料

の種類・内容を調査し、改善を図る。

・防災用備品の購入

・防災井戸修繕

・津波避難タワー維持管理委託

非常用食料の備蓄量（累計）

・災害時の避難者

・災害時の非常用食料が確保されている。
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災害対策基本法

248 防災対策整備事業

9

防災施設の整備

2229 2

会計

事務事業評価シート 

防災備蓄倉庫（コンテナ式）

26年度 27年度

8,695防災備蓄品

0

主な事業

国土強靱化地域計画

新市建設計画

定住自立圏構想

平成 27 年度事後評価・決算
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